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9:40 12:30～

活動の概要

　令和８年度 第１学年 特別学習～ふるさとに学び、未来を拓く３日間（地
域防災とキャリア探求）～　の中で、各自のタブレットを使って、ハザード
マップに触れる活動を行いました。
　前半は座学で、国土地理院の地理院地図や活断層図、治水地形分類図など
を利用した立体図で、火山や土石流、最上川の氾濫でできた地形などを観察
し、「地形は災害の記録」であることを学びました。
　後半は、実際にタブレットを各自で操作して、重ねるハザードマップで洪
水の際の自宅の浸水の深さを確認しました。さらに、重ねるハザードマップ
には書いていない、令和４年豪雨のダリヤ園鏡沼決壊のため池のハザード情
報を町のweb「かわにしナビ」で確認しました。
　ハザードマップの白抜きの範囲は「安全」な箇所だけでなく、まだデータ
がなくて表示されていない箇所も含んでいることも学びました。

～
【　　回目】　

活動場所 川西町立川西中学校

支援対象

利用団体名
（学年）

川西町立川西中学校　1年生

人数
（指導者等も含む）

3クラス 99人（生徒93人、教員6人）2～4校時にクラス毎実施

8 日 (火)

長期の場合

（活動の様子）

企業等名 応用地質株式会社　山形営業所

活動日時

１日の場合 2026 年 9 月

そうか…
侵食･運搬･堆積で
地形ができるのか。

ボクの家は、この川の土手の
近くだから、
エッ、浸水深さが 3-5ｍ !!


